
コ・イノベーションのための
透明性パートナーシップ

とは

PaSTI（Partnership to Strengthen 
Transparency for co-Innovation：
コ・イノベーションのための透明性パート
ナーシップ）は、ASEAN地域における温室
効果ガス（GHG）排出量の透明性を向上
させるために、日本の環境省が主導して
立ち上げた国際協力イニシアティブです。

PaSTIは、2017年に発表された「日・
ASEAN環境協力イニシアティブ」の一環
として提唱されました。パリ協定の1.5度
目標達成には民間企業をはじめとする
非国家主体の排出量把握と削減努力が
不可欠です。そのためPaSTIでは、GHG
算定・報告制度の構築支援を通じ、企業・
自治体を含む事業者の透明性向上を促進
してきました。

事業者のGHG 排出量の見える化は、 
2023年に本格始動したAZEC（Asia 
Zero Emission Community：アジア・
ゼロエミッション共同体）の「今後10 年の
ためのアクションプラン」及び日ASEAN 
環境気候変動閣僚級対話で発足した
「日ASEAN 気候環境戦略プログラム
（SPACE）」にも位置付けられており、その
取組が加速しています。

PaSTIウェブサイト

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/pasti/index.html

PaSTI 事務局

E-mail

pasti-sec@oecc.or.jp



● GHG 算定・報告制度の利便性向上に関する技術会合
● グリーンファイナンスに関するワークショップ
● GHG 算定・報告に関する政令改正に係る技術支援

使 命
PaSTIは、事業者における温室効果ガス排出
量の透明性向上の支援を通じて、排出削減に
取り組む事業者の産業競争力向上を促進し、
気候変動緩和に貢献する

事業者の温室効果ガス排出量
算定・報告の効率化を推進する

ASEAN 加盟国において
事業者の透明性向上に資する制度構築を支援する

GHG MRV 関連制度と
サステナビリティ情報開示の連携を促進する

人材育成・能力向上を推進する

日・ASEAN 加盟国において、
GHG* MRV** に係る運用の整合性を高める

GHG MRV 関連制度の
利便性を向上する

目 的

活 動

1

2

3

4

5

活動事例

● GHG 算定・報告に関する企業向けセミナー
● 制度構築に係る能力強化のための訪日研修
● サステナビリティ情報開示と GHG 算定・報告制度の連携
推進に向けた技術的支援

● GHG 算定・報告ツールの開発支援
● GHG MRVに関する企業向けワークショップ
● 制度構築に係る能力強化のための訪日研修｠｠
● GHG 算定ガイドライン構築支援

フィリピン

ベトナム

マレーシア

● 日・ASEAN 統合基金（JAIF）を活用した ASEAN 地域に
おける透明性向上支援（ASEAN 算定・報告ガイドライン
の策定、試行事業の実施、技術会合・訪日研修の開催等）

A S E A N
地　域

● 国連気候変動枠組条約締約国会議(UNFCCC COP)における
サイドイベント世 界

ベトナムにおいて、化学工業・火力発電セクター向けの GHG
算定・報告トレーニングを開催し、オンライン報告システム
や、算定ツールを活用した実践的な演習を通じて、GHG 報告
制度への対応能力強化と制度の円滑な導入を支援しました。

GHG 算定・報告オンラインツール実務研修

環境省、アジア開発銀行、アジア開発銀行研究所はASEAN
加盟国の環境・金融当局を対象にワークショップを開催し、
企業レベルのGHG MRV の強化に向けた制度整備やサス
テナビリティ情報開示との連携、今後の技術支援・能力構築
について議論しました。

GHG 算定・報告とサステナビリティ
情報開示の連携強化

その他の活動
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ウェブサイトで
更新中

Ⅰ

Ⅱ

活動 1 活動4 活動 5

活動 2 活動 3

ベトナム

A S E A N
地　域

温室効果ガス排出削減努力が評価される
市場を創出・拡大し、事業者自らによる
温室効果ガス排出量削減の取組を促進する

GHG
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